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特集●統合医療への期待─21 世紀の予防医学と健康づくり

統合医療における予防医学 東大名誉教授，日本代替・相補・伝統医療連合会議理事長 渥美 和彦

米国，欧州における統合医療の発展 大阪大学大学院医学系研究科生態機能補完医学寄附講座教授 伊藤 壽記

わが国における伝統医学と医療の歴史 茨城大学教育学部教授 瀧澤 利行

がん患者における相補・代替医療の利用と今後期待される役割 帯津三敬病院名誉院長 帯津 良一

相補・代替医療の実際

①伝統医学アーユルヴェーダの理論と治療の実際 東邦大学名誉教授，日本アーユルヴェーダ学会理事長 幡井 勉

②ヨーガの呼吸法による心身への影響と予防医学的効用 富山県国際伝統医学センター次長 上馬場和夫

③温泉療法の科学と有効性 群馬県温泉医学研究所長 久保田一雄

健康食品を用いた相補・代替医療と評価制度の現状 国立健康・栄養研究所食品表示分析・規格研究部長 松村 康弘

世界的に見る相補・代替医療研究の現状と課題─がんを中心に 東北大学公共政策大学院教授 坪野 吉孝
●視点

子と親に公衆衛生ができること 山梨大学医学部社会医学講座教授 山縣然太朗
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編集室通信

今回は初の試み，編集委員全員で 1 つの
特集を創り上げました．全員でかかわるほど
に公衆衛生にとって「憲法」がどれほど重要
なのか，実感しました．今の憲法改正議論
の焦点は，平和憲法をどうするか．軍事費
のアップやイラク派兵，防衛「省」への格上げ
等々，年々顕著になる米国追従の日本の姿
に，危機感を覚えます．私たちを突き動かす
ものは何なのか．尽きることのない「欲望」
や，恐怖を煽る「不安感」ではないか？公衆
衛生はいのちや健康，人間が人間であるこ
とを大切にする分野，私たちが突き動かされ
る源は非常にわかりやすいです．千年の先
までも，子どもがこの地球という星で幸福に
生きられる，明るい未来を仰ぎみて，1人でも多
くの人たちと志を合わせていきたい． (野中)

(担当/野中・天野)
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編集顧問
多田羅浩三 大阪大学名誉教授・放送大学教授

林 謙治 国立保健医療科学院
編集委員（50 音順）

阿彦 忠之 山形県健康福祉部・衛生研究所

品川 靖子 東京都杉並区杉並保健所

高鳥毛敏雄 大阪大学大学院医学系研究科

西田 茂樹 福島県衛生研究所

明けましておめでとうございます．2008 年新年号
は「憲法」の特集，編集委員全員で企画立案させてい
ただきました．
●地球温暖化対策の議論の中で，日本国憲法には環境
権が欠けているという指摘を聞いたことがあります．
しかし，9 条で戦争という「国家による最大の環境破
壊」を禁止している点は，地球環境保護の面でも優れ
た憲法ですし，個人レベルの環境権も 13 条や 25 条な
どで十分保障されているようです．憲法をもっと深く
学びたくなりました． (阿彦忠之)
●私の所属する杉並保健所の前身が，戦後GHQ(Gen-
eral Headquarters)の指示による全国モデル保健所で
あったことを日常的に意識することはありませんが，
今回の特集企画に携わり，「公衆衛生」の歴史と「憲
法」との関係について深く考え，再認識する機会を得
ました．日本の将来を担う若き公衆衛生従事者に，ご
精読いただきたい内容です． (品川靖子)

●英国で，今から約 800 年前に戦争好きのジョン王の
権限を限定するためにマグナカルタが制定されたのは
有名である．王の実体的権力を契約，法で縛り，権力
の行使には適正な手続きを要すると定めたのである．
権力から国民を護るために憲法が必要であるというこ
とは，悲惨な歴史の中から確立されてきたことであ
り，忘れてはならない事実である． (高鳥毛敏雄)
●｢公衆衛生」の用語が使われなくなってきています．
何だか寂しい感じがしますが，憲法の中に「公衆衛生」
が存在していることに心強さを覚えます．今回は公衆
衛生にとって根幹的な問題について特集しました．難
しいテーマをご執筆頂いた先生方に感謝致します．ま
た読者の皆様には，精読されることをお薦めします．

(西田茂樹)
本年も「公衆衛生」誌をご愛顧のほど，どうぞ宜し

くお願い申し上げます．読者の皆様のますますのご健
康とご活躍を祈念しております． (編集委員一同)
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